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2022年 2月 20日
ねん がつ はつ か

年間第七主日
ねんかんだいななしゅじつ

菊地功大司教 メッセージ
きく ち いさおだい し きょう

「あなた方の父が憐れみ深いように、あなた方も憐れみ深い者となりなさい」
がた ちち あわ ふか がた あわ ふか もの

ルカ福音はこう記して、イエスの弟子となる者はどのような生き方を基本とするべきな
ふくいん しる で し もの い かた き ほん

のかを説いています。憐れみ深さは、単なる性格としての優しさの問題ではなく、どの
と あわ ぶか たん せいかく やさ もんだい

ような生き方の姿勢を選択するのかの問題です。
い かた し せい せんたく もんだい

ルカ福音は、人の生きる姿勢について、この世の常識とは真っ向から異なる選択肢を掲
ふくいん ひと い し せい よ じょうしき ま こう こと せんたく し かか

げた後に、「人にしてもらいたいと思うことを、人にもしなさい」と記します。この言葉
あと ひと おも ひと しる こと ば

は捉えようによっては、余計な親切の押し売りを招きかねない言葉でもあります。わた
とら よ けい しんせつ お う まね こと ば

しがしてもらいたいことが、必ずしも他者にとっても喜ばしいことであるとは限らな
かなら た しゃ よろこ かぎ

いのは、考えてみるまでもなく当然です。であるならば、この言葉はいったいわたした
かんが とうぜん こと ば

ちに何を求めているのでしょう。
なに もと

わたしたち自身は、自分が何をしてほしいのかを、どうして知っているのでしょう。わ
じ しん じ ぶん なに し

たしたちは自分自身を大切に思い、自らの身体と心の声に真摯に耳を傾けるからこそ、
じ ぶん じ しん たいせつ おも みずか しんたい こころ こえ しん し みみ かたむ

自分自身にとって何が必要なのかを識別することができています。多くの場合、その識別
じ ぶん じ しん なに ひつよう しきべつ おお ば あい しきべつ

の作業は、あたかも当たり前のように毎日の生活で行われるので、その大変さに気が
さ ぎょう あ まえ まいにち せいかつ おこな たいへん き

ついていないだけなのかも知れません。「人にしてもらいたいと思うことを、人にもしな
し ひと おも ひと

さい」という言葉は、わたしたちに隣人への思いやりの心を求めます。隣人の声に耳を傾
こと ば りんじん おも こころ もと りんじん こえ みみ かたむ

ける姿勢を求めます。隣人の命の尊厳を尊重し、その命が十全に生きることができ
し せい もと りんじん いのち そんげん そんちょう いのち じゅうぜん い

るように、連帯することを求めています。
れんたい もと

ルカ福音はまた、「あなた方は敵を愛しなさい」というイエスの言葉を記します。単に隣人
ふくいん がた てき あい こと ば しる たん りんじん

への思いやりの心を持つだけでなく、自らに敵対し攻撃してくるものにも愛の心を向
おも こころ も みずか てきたい こうげき あい こころ む

けることは、容易なことではありません。サムエル記は、サウルが王位を奪われる恐怖
よう い き おう い うば きょう ふ

から、神が選んだ後継者であるダビデを亡き者にしようとしたことを記しています。ダ
かみ えら こうけいしゃ な もの しる
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ビデにとって、自らの身を守るためにサウルの命を奪う機会が与えられたにもかかわ
みずか み まも いのち うば き かい あた

らず、サウルが神に選ばれたものであったという理由から、ダビデは自らの敵に愛のま
かみ えら り ゆう みずか てき あい

なざしを向けました。ダビデはまさしく、「あなた方の父が憐れみ深いように、あなた方
む がた ちち あわ ふか がた

も憐れみ深いものとなりなさい」という神の言葉を生きる者でした。自らが、御父によ
あわ ふか かみ こと ば い もの みずか おんちち

ってゆるされたものであるという深い自覚が、敵を許し愛するする行動へと駆り立てま
ふか じ かく てき ゆる あい こうどう か た

す。

「人を裁くな」とイエスは言われたと、ルカ福音は記します。わたしたちはそもそも簡単
ひと さば い ふくいん しる かんたん

に他者を裁く存在です。あたかも自分により正義があるかのような勘違いをしながら、幾
た しゃ さば そんざい じ ぶん せい ぎ かんちが いく

たび人を裁いてきたことでしょう。正義はどこにあるのでしょうか。とりわけこの二年間、
ひと さば せい ぎ に ねんかん

感染症の暗闇の中で疑心暗⻤に捕らわれたわたしたちは不安のあまり寛容さを失い、
かんせんしょう くらやみ なか ぎ しんあん き と ふ あん かんよう うしな

簡単に他者を裁いては自らの心の安定を取り戻そうとしています。わたしたちは、「自分
かんたん た しゃ さば みずか こころ あんてい と もど じ ぶん

の計る量りで計り返される」ことを心に留めておかなくてはなりません。
はか はか はか かえ こころ とど

「あなた方の父が憐れみ深いように、あなた方も憐れみ深いものとなりなさい」と言う言葉
がた ちち あわ ふか がた あわ ふか い こと ば

は、今年の 2月 11日、世界病者の日のテーマでもありました。教皇様はメッセージで、
こ とし がつ にち せ かいびょうしゃ ひ きょうこうさま

「あわれみとは神の別名であり、それは偶発的に生じる感情としてではなく、神のす
かみ べつめい ぐうはつてき しょう かんじょう かみ

べてのわざの中に存在する力として、神の本質を表しています。それは強さであり、同時
なか そんざい ちから かみ ほんしつ あらわ つよ どう じ

に優しさでもあります」と記します。神に従って生きることを誓っているわたしたちは、
やさ しる かみ したが い ちか

神の本質であるあわれみを身に帯びて、強くなりながらも、優しさに満ちあふれた存在
かみ ほんしつ み お つよ やさ み そんざい

でありたいと思います。
おも


